
職種：石油精製　　職務：石油精製プラントオペレーション
【概要】

　原油を精製して作られる石油製品にはＬＰＧ、ナフサ、ガソリン、灯油、軽油、重油、潤滑油、アスファルト等があり、製油所で石油を精製する装置を運転・管理し、その品質を管理するのが、石油精製プラントオペレーション業務である。このオペレーション業務を担当する者をオペレーターと呼ぶ。

【仕事の内容】

石油精製の過程には、原油を製品にする工程となる「製油」、石油精製の設備や機械にエネルギーやその他ユーティリティを供給する「動力」、タンカーから原油を荷揚げし最終的な製品を出荷する「操油」がある。

石油精製装置は高度に自動化されており、最近ではＤＣＳ（分散型制御システム）と呼ばれるコンピュータ・コントロールシステムによって中央制御されている。 

オペレーターの職場は現場と制御室に分かれ、現場の担当者（フィールドマン）は装置の巡視業務、制御室の担当者（ボードマン）は装置の制御が主な仕事になる。巡視業務では機器や配管の温度・圧力や加熱炉の炎の色等に気を配り、異常を発見した場合は、可能なものは手早く処置し、不可能なものは中央制御室に連絡する。制御業務に携わるコントロールマンは通常はコンピュータ画面を通じて装置を監視し、警報や現場からの連絡で異常を察知すると、現場と連絡を取りながらマニュアルに従って措置し、装置の停止や事故を防止する。 

　 　オペレーションは数名のチーム(班)を単位として業務を遂行する。班長は、チーム全体の状況を把握し、全ての業務を管理・指導する。

【求められる経験・能力】

（1） 入職にあたって、特に資格や免許は必要とされない。高校卒が一般的であり、工業系の高校で、化学・機械・電気／電子系等基礎的な知識や技能を習得することが望まれる。中途採用はほとんど行われていない。 

（2） 入職後は、半年から１年程度、石油精製プロセスの基礎教育を受ける。その後、各職場に配属され、数年間製造現場での経験を積んで、必要な技能を身につける。作業手順や装置運転に慣れてくると、コントロールマンとして精製工程を制御するようになる。直接石油製品を扱うので、入職後、国家資格である乙種危険物取扱者資格を取得することが義務づけられている。
（3） 石油精製装置は、生産効率の面から、運転が開始されるとほぼ２年から４年間は連続で稼動するため、昼夜交替制で働く。また、深夜労働があるため、変則的な労働時間に耐えられる体力と精神力が求められる。

（4） 事故が起きると大きな災害につながる可能性のある危険物を扱うため、複雑な化学反応や作業工程のプロセスを理解することが必要である。注意深く冷静な行動と、化学・機械に興味を持ち、規則をよく守り、厳格で責任感のある人が向いている。

【関連する資格・検定等】

・危険物取扱者　甲種／乙種（４類・２類）

・高圧ガス製造保安責任者　　

　　甲種（化学・機械）／乙種（化学・機械）／丙種（化学）／冷凍機械（１種・　　　　　　

　　２種・３種）

・ボイラー技士（特級・１級・２級）
・公害防止管理者

　　　水質（１種・３種）／大気（１種・３種）／粉じん（特定・一般）

　　　／騒音・振動／主任管理者

・放射線取扱主任者（１種・２種）

・環境計量士（濃度／騒音・振動）

・エネルギー管理士（熱分野・電気分野）

＊平成18年4月の法改正では、熱と電気の両方の知識を持ったエネルギー管理士の免状保持者がエネルギー管理者として選任される

・電気主任技術者（１種・２種・３種）

・電気工事士（１種・２種）

・機械保全技能士（１級・２級）
・情報処理技術者試験（ソフトウェア開発技術者・基本情報技術者）

・消防設備点検資格者（１種・２種）

・酸素欠乏危険作業主任者２種

・化学設備関係第１種圧力容器取扱作業主任者

・普通第１種圧力容器取扱作業主任者

・有機溶剤作業主任者

・特定化学物質作業主任者

・日赤救急法指導員

・内部品質監査員養成講習

・内部環境監査員養成講習

　　
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０４２　化学技術者

　　０７１　その他の技術者

　　５２２　石油精製オペレーター

